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　またジュラ紀付加体である Franciscan Complexの分布域に単独で含まれるかんらん岩体（以下 FPW）の起
源とテクトニックセッティングを明らかにする目的で，本地域のかんらん岩を用いて岩石学的・地球化学的
研究を行った。スピネルの著しく低い Cr#と単斜輝石の左下がりの REEパターンから，Sand Dollar Beach
のレルゾライトは，低速および超低速拡大軸をもつ海嶺で得られるかんらん岩に類似し，特に，アメリカ－

















審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究は，層序学，構造地質学，岩石学，テクトニクス学などにまたがる境界領域における蛇紋岩の変成・
変形の詳細な検討に基づいた総合的な研究である。従来，造山帯中の縫合帯などを構成する蛇紋岩について
はその地質学的意味合いが十分解明されないままであった。蛇紋岩は超マフィック岩が蛇紋岩化作用を受け
ることで形成された岩石であり，源岩のカンラン石や輝石が残存する場合もあるが，ほとんどのその姿を残
さないことから，源岩の情報を得ることが困難な場合が多い。しかしながら本研究では，詳細な野外調査，
偏光顕微鏡観察，LA-ICP-MS，SEM-EDS，EPMA，顕微レーザーラマン分光装置などの分析機器を駆使し，
今までにない総合的な研究を可能にした。例えばブロック状蛇紋岩のフラグメンテーション過程は，摩擦強
度の低いクリソタイルの特性を考慮すると，結果として蛇紋岩体全体の摩擦強度を低下させる働きがあると
した。これは地震発生条件を考察する上で，重要な貢献である。また海洋底かんらん岩を起源とする本地域
の蛇紋岩体が，海洋底変成作用を受けて以降，沈み込み，上昇・定置するまでの変形・変成履歴を明らかに
した点は，世界的にみても大きな貢献として，博士（理学）の研究に値すると考えられる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
